
これからのAI活用で

私たちが本当に目指すべきこと

AIを単なる道具から、

創造のパートナーへ
クリエイティブ
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AI時代/DX時代における、企業組織の真の実力は「人時生産性」の向上

人時生産性＝
付加価値額

（売上高×仕入外注費）

労働時間
（従業員数×労働時間）

＝目標8,000円

人時生産性とは、１時間当たり生産性のこと。
目標8,000円は先進７ヶ国平均値であり、
この値を目標として戦略活動を推進させる。

現場・現物・現実の三現主義で、チーム単位
のカイゼン提案活動を風土化し、生産性効果
を高めていく。

生産性 生産性向上

生み出す成果 成果を増やす 労働力を減らす

投入する労働量

時間・人員は
同じ

時間短縮
人員削減
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人時生産性向上の救世主となるのが「生成AI」

非定型業務の

効率化

情報探索の

高度化

仕事の

質向上

サービス

付加価値向上

従来の機械化やRPA化で
はできなかった業務も生
成AIで効率化ができる

社内文書など膨大なデー
タを短時間で探索して、
新たな示唆出しができる

「自分に足りない」視点
が生まれ、創造的思考で
パフォーマンスが高まる

製品やサービスを顧客に
届けるうえでの付加価値
が高まり、売上増加する

非定型業務の

効率化

情報探索の

高度化

仕事の質

向上

従業員満足度

向上

付加価値

向上

AIを単なる道具から、

創造のパートナーへ
クリエイティブ
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議事録の要約
会議の録音データから、自動で議事録を作成してポイントを要約

メールや文書の作成
挨拶文、お礼状、報告書など、基本的な形式が決まっている文書の作成

定型データの入力・整理
大量データを自動で入力したり、特定の条件に基づいてデータを分類

情報収集
AIチャットを使った情報収集の効率化

AIを「便利な道具」として使う段階です

しかし、多くの人がしているAIの使い方は「業務効率化」



5CONFIDENTIAL © Ayatori Co., Ltd.

新規事業のアイデア出し
革新的なビジネスモデルの創出

斬新な企画の検討
ゼロベースでのコンテンツ制作やマーケティング企画

顧客体験の向上
CXを高めるサービス企画

戦略的思考支援
一次情報（自社独自の情報）をAIに蓄積し、分析/活用した戦略検討

これは単なる効率化を超えて、
新しいクリエイティブな価値を生み出す段階です

生成AIの真価は「創造性の拡張」＝付加価値の創造 にある



なぜ、この変化が今、重要なのか？

01

競争優位性

効率化は誰もが追いつく。
創造性は唯一無二。

02

人間の役割

定型作業はAIに任せ、人間は
「考える」仕事に集中。

03

新しい価値創造

AIとの共創で、これまでにな
かったものが生まれる。
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アイデア創出が必要な業務は何か？

新商品開発、マーケティング企画、問題解決など、
発想力が求められる分野を特定します。

複雑な思考整理が必要な業務は何か？

戦略立案、データ分析、多角的な検討が必要な

意思決定プロセスを見直します。

独自性が競争力となる業務は何か？

他社との差別化が重要な企画、デザイン、顧客体験設計などを
優先的に選択します。

生成AIを活用することで「クリエイティブ化できる業務」の見つけ方
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ID

業務ID Before：問題点・解決したいこと After：理想の姿
システム

機能不足

通常の流

れから外

れた

前工程の

影響

複雑な制

度・ルー

ル

所属の

ローカル

ルール

その他 標準化○/△/× 集約○/△/× DX○/△/×

目的 現状課題と根因を事実ベースで明確化 目指すべき理想状態と受け入れ基準（DoD）を定義
手順統一の実現可

能性評価

BPO/センター集約

の適性評価

デジタル化・自動

化・AI適用の適性

評価

調査

方法

事例・頻度・影響（人時/CS/品質）を数値で記載。

主観は分離。

KPI目標、リードタイム・工数・品質の目標値、前提条件

を明文化

変動要因（法令、

契約、地域慣行、

裁量）と手順の定

型度を評価。根拠

を短文で併記

現物/対面必須性、

原本・印章・資

格、遠隔実施可

否、ピーク平準化

余地を評価

データ化度、API

可用性、ルール化

可能性、予測/生成

の有効性、PoC前

提条件を記載

必須

確認
事実ベースの1〜2点（差戻し多発 等） 到達状態の一文（差戻し率▲50% 等、定性的でも可）

余力が

あれば
影響度（人時/CS/品質）、発生頻度 DoD（受入れ基準）と前提条件

記入例 店舗ごと様式差・添付漏れで差戻し多発、台帳二重管理
様式統一と自動チェックで差戻し率▲50%、回収リードタ

イム▲30%
○ ○ ○ ○ ○ △

○/△/×の一次判定と短い根拠（10〜20字）

前提条件（「APIあれば○」等）を備考に記録

チェック項目に該当箇所へ「○」印を付す

裏付け事実を備考に記録

ムリ・ムダ・ムラが生じる根本原因と考えられるものを把握し、

改善レバー（削減・平準化・標準化）を特定

チェック項目に該当箇所へ「○」印を付す。裏付け事実を備考に記録

業務改善可能性判定ムリ・ムダ・ムラが生じる原因分析業務分析・課題ヒアリング

ID

業務ID 業務目的 店舗への効果 現状の業務方法の詳細 利用ツール
頻度

件/月

業務量

人月

リードタイム

分

目的

業務が存在する理由と成

果Whyを明確化し、代替

案検討の基準にする

本社業務が店舗の生産

性・CSに与える影響を明

示する

手順・分岐・例外・戻りの実態を把握する

入力：必要データ・原本・依頼情報を明確化

出力：業務の成果物・更新対象・通知先を明確化

システム依存・二重入力・非公

式台帳の有無を把握する

周期・波動を把

握し、平準化と

人員配置を設計

コスト影響と削

減余地を見積も

る

処理時間の基準

と遅延要因の特

定

調査

方法

ヒアリングで「この業務

の成功とは何か」を質

問。規程・方針文書と突

合

店舗側KPI（入庫回転、

再作業率、待ち時間、代

車稼働など）との因果を

事例と数値で確認

現物（画面・帳票）でトレース。入力ソース、処理ルール、出力

先とタイミング、例外時の対応を時系列で採取

入力：受領物のサンプル（画面/帳票）を収集し、データ項目リ

スト化。取得元・形式・品質を記録

出力：出力帳票・更新テーブル・連絡先チャネル（メール、API

等）を現物で確認

実機デモ、権限マトリクス、

RPA台本、エクスポートCSVの

有無を確認。手作業ポイントを

特定

3〜6カ月の実績

ログから算出。

繁忙期・キャン

ペーン・法定月

の増減を注記

人数×稼働率×

月数で算定。可

能なら作業ロ

グ・タスク計測

で裏取り

開始・完了時刻

のログから算

出。中央値・分

布、SLA逸脱率

も併記

必須

確認

成功状態の一文

（Why）。事業/コンプラ

上の意義。

店舗KPIに対する主要な影

響点を1〜2点
入力→処理→出力の骨子、例外の有無（有/無）

主要システム名、非公式台帳

（Excel/紙）の有無

直近実績の代表

月（通常期）件

数

概算（人時/件

or 人月/月）の

ラフ見積り

中央値（標準的

な所要時間）

余力が

あれば

目的とKPIのトレーサビリ

ティ（どの指標で測る

か）。

影響度の簡易数値（例：

差戻し率▲20%想定）
代表的な例外フロー,戻り基準と責任境界。

データ入出力手段（API/CSV/

手入力）と二重入力箇所

繁忙期の最大

月、イベント起

因の変動レンジ

工程別配分（受

領/査定/承認/送

信）

90Pctl、SLA逸

脱率、ボトル

ネック工程

記入例

適正な保証精算により原

価回収と品質情報の

フィードバックを両立

再作業削減、入金サイク

ル短縮、フロント負荷軽

減

入力：店舗からの作業明細、部品伝票、写真、診断ログ

処理：要件チェック、過去類似事例参照、補正依頼、メーカー様

式に整形

出力：メーカー保証システムへの申請、差戻し指示、月次実績レ

ポート

DMS、メーカー保証ポータ

ル、社内文書管理、メール、

Excel台帳

1,200 2 180

現状業務把握

ID 担当部門 影響部門

業務ID 担当グループ 第1階層：大分類 第2階層：中分類 第3階層：小分類 第4階層：タスク名 部長 課長 係長 社員 影響部門

目的

部門内の実行主体

を明確化し、業務

負荷配分を把握す

る

業務がどの部門の業務

に影響を与えるか、部

門間の関連性を整理す

る

調査

方法

課・係レベルの担

当実態をヒアリン

グ。当番制・ロー

テ有無も確認

影響部門をヒアリング

必須

確認

最新組織図の当該

担当名。実務窓口

1名。

影響部門名を明記

余力が

あれば

兼務・ローテー

ション、繁忙期の

応援体制。

どのような影響を与え

るかも補足記載

記入例
サービス本部保証

課

アフターサービス本部業

務
保証・クレーム管理

メーカー保証申請オペ

レーション

※実際はタスク名ごとに行を分けて記載する

- 店舗からの保証申請書類の受領・受付登録

- 申請要件チェックと不備差戻し(様式・添付・適用範囲)

- 過去事例・基準照合による査定判断

- メーカー様式への整形・入力(データ変換含む)

- メーカー保証システムへの送信・受理確認

- 差戻し対応および再申請

- 月次の申請実績集計と品質部門へのフィードバック

- 入金消込部門への引継ぎ(回収状況連携)

◎

営業部（判定結果に基

づいてクレーム結果を

エンドユーザーに説明

する。判定に問題があ

ると関係性が悪化）

標準タクソノミ（分類基準）への当てはめ。タスクは箇条書きで網羅。

他社・他拠点の用語対比、別名（シノニム：語源・語形が違っていて、同じ意味をもつ同義語）整理。

誰が承認し誰が実務か

（◎承認／○担当／△補助）

会議体でのレビュー有無、差戻

しの発生箇所

業務名 役職別関与

命名は5〜10語で動詞＋目的語を基本形に統一。同義語は「用語定義」の別名欄に集約

粒度を揃え、水平比較と集約判定を可能にする

稟議・承認フロー、会議体の議

題サンプルで確認。想定と実態

の乖離を面談で補足

意思決定レベルとレビュー負荷

を可視化する

ビジネスプロセスマップ
（顧客と自社の両面から

事業活動の流れを可視化したもの）

業務一覧シート
（現在、どのような業務を、何のために、
どのようにやっているかを整理したもの）

定型業務（単純作業）はどれ？
→RPA＋AIで自動化へ

非定型業務はどれ？
→生成AIによる創造的思考補助

顧客提供価値の創造
につながる

真のコア業務はどれ？

クリエイティブ化できる業務も、AIとともに見つければよい
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魔法のプロンプト
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単なる業務効率化だけでなく「クリエイティブな業務」へのAIシフト策を練る
（より付加価値を生み出す創造的業務）

「個人としてのAI活用」の推進
各社員がCopilotなど、提供された生成AIツールを効果的に用

いることで、日常業務の生産性と創造性を高め、仕事の進め方

そのものを変えること

「組織としてのAI活用」の推進
部門横断のプロセス改革や商品サービス開発など、プロジェ

クト推進においてAIエージェントなどAI技術組み込むこと

で、イノベーションをすること

「どの業務において生成AIを取り入れることが効果的か？」を抽出し、生成AI前提とした業務方法を探索する
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AIと「共創」する時代

これまで

作業効率化：
AIが「代わり」にやる

これから

クリエイティブな活用：
AIが「一緒に」やる

あなたはAIを「道具」として使いますか？

それとも「価値創造のパートナー」として使いますか？
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